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緒 言

ビタミン缺乏食によ り惹起され る重新陳代謝障 碍は

主としてビタシンBの 缺乏に よるものとみ なされ る.

この水溶性ビタミンであ るビタミンBは 近時の研究に

ょってB1な らびにB2群 に分類 され,な かんつくB2

は含水炭素代謝にたいして重大な関係があ るもの と信

ぜら れ て いる.す なわち, 1920年Emmetお よび

Lures1)が は じめてビタミンBに 抗神経炎性物質 と発

育促進物質があ り,こ れ らは熱にたいす る抵抗力の差

異により区別せられ るこ と を 発 見 し て以来, Eijk

mann2), Salmon8), Muhlfeld4), Hangeu. Carrik

5), Laid6),島 薗7) ,香 川8),新 井9)ら に より追 証せ ら

れ,つ いでCollazo10)に よ り1932年 ビ タミンB2濃 縮

液によつてラッテの糖源質の生成は促進せ られ ること

が発見された.こ れは西岡11)に よ り1937年 ビタ ミン

B2濃 縮液 とカロチンを使用 してあ る程度の肝臓糖 源

質の生成促進作用のあ ることが追試せ られた.著 者 は

精製ビタミンB2を 使用してその肝臓糖源の定固にお

よぼす影響を実験 した.

実 験 材 料 お よび 方 法

実験動物は体重75～100gの 健 康未成熟雄ラ ッテ を

えらび,い ずれも1週 間以上一定の食餌 をもつて飼 養

し,栄 養状態 を可及的均等 とな らしめ た後実験に供 し

た,

まずビタミンB缺 乏 ラッテにおけ る肝臓総糖量の消

長を検査した.す なわち,ビ タミンB缺 乏食餌 と して

澱粉56%,カ ゼ イン18%,豚 油20%,肝 油4% , Mac-

Collum塩No . 185, 2%を 混 合 した ものおよび水 をあ

たえ,一 定時 日の後その肝臓総糖量 を検査 した .

なおこれ と同時にビタミンB含 有食餌 として上記澱

粉にかえて玄米粉 をもつてし,か っ0.1%の わ りにオ

リザニン末を混 じたものをあたえて対照 とした .

これらはつねに金網籠に収容 して1群 には前述の ビ

タミンB缺 乏食 を
,他 群にはビタ ミンB含 有食 を投与

した,そ の際ビタミンB缺 乏食群はとくに食糞に注意

した.食 餌は毎朝あらたに調製したものをあたえ,か

つ充分飽食させて翌朝なお幾分の残余あるごとくにし

た.

つぎに普通食ラッテ(屑 米および水をもつて養 う)

において手 術 前5日 間にわたりビタミンB2(三 共製

薬製 ビオフラビンを用いた)を 種々の量に注射し, 6

日目注射後1時 間をもつて頭部を粉砕 し て 即 死せし

め,同 時に頸動脈を切断失血させ,た だちに肝臓 を全

部別出し,そ の重量をはかり,つ いで肝臓全部を乳鉢

において磨砕し,そ の中より一定量 を正確に秤取し,

これについて肝臓内総糖量を測定した.

なおいずれの場合も手術に際してはJ. A. Collazo

10)ら と同様胃に食餌充満した 状 態において毎朝一定

時間に手術 を実施した.

肝臓内総糖量の定量はDische-Popper12)法 によ

つた.す なわち,磨砕した肝臓の一定量に蒸鯉水10cc,

 10%塩 酸2.2ccを くわえ沸騰した重湯 煎 内において

3時 間加水分解をおこなつた後これをメスコルベンに

うつし,蒸 餾水をくわえて厳密に50ccと なし,つ ぎ

に無灰濾紙をもつて濾過し,濾 液1ccを 試験管にと

り,つ よく冷却 しつつこれに77.5%硫 酸9ccお よび

1%イ ン ドールアルコール溶 液0.3ccを くわえてよ

く混和し,ふ たたび沸騰した重湯煎内において正確に

10分間加熱し,さ らに充分冷却した後標準液と比色し

た.標 準液としては0.02%葡 萄糖溶液1ccを 被験液

と同時に,か つ同様にイン ドールおよび硫酸をもって

処置したものを使用し,比 色計はDubosq比 色 計を

使用した.

実 験 成 績

1. ビタミンB缺 乏ラッテにおける成績

ビタミンB含 有食餌をもつて飼養した第1群 ラッテ

とビタミンB缺 乏食餌をもつて飼養した第2群 ラッテ

はつねに同時に飼養した.而 してその飼養期間は2週
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間および33日 とした.ま ず体重の関係をみ ると,表1

のごとくビタミンB缺 乏食ラッテにおいては14日 をも

つてなお体重は増加の傾向を示し, 20日 において頂点

に達して成長は停止し,以 後漸次体重の減少を示し,

 33日 ごろをもつて最 初 の 体 重より低位を示すものが

あり,か つ食欲不振,毛 立 ち 等をあらわす にいたつ

た.

表 Ⅰ　 ビタミンB含 有食群

○ 印はmax,△ 印 はmin

ビタミンB缺 乏食群

これに反してビタミンB含 有食ラッテにおいては体

重の増加が著明であつて発育状態はきわめて旺盛であ

つた.

つぎに肝臓内総糖量は飼養2週 間をもつてビタミン

B含 有食群においては4.76%,ビ タミンB缺 乏食群に

おい ては4.91%を 示 し,な お両者間に大差をみとめ難

いが,飼 養33日 間 では ビタ ミンB含 有 食群において最

高6.4%,最 低5.12%,平 均5.77%を 示 し,ビ タミン

B缺 乏 食群 においては最高4.46%,最 低2 .54%,平 均

3.64%を 示 した.す なわち,肝 臓内総糖量はビタミン

缺 乏食群においては あきらかにその減少をみとめた.

Ⅱ. ビ タ ミンB2注 射 ラッテ における成績

まず屑米 および水 をもつて普通 に飼養 した正常ラッ

テについて肝臓 内総糖量 を検査 したが表2の 対照のご

とく,最 高4.8%,最 低1.37%,平 均3.22%で あっ

た.

表 Ⅱ　 ビタ ミンB2注 射群

○はmax,△ はmin.

つ ぎ にビタミンB2 0.001mgあ て6日 間 にわたり

注射 した ものについては 最 高5.14,最 低1.58,平 均
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3.61%と な り,わ ずかに増加の傾向を示した.し か る

に0.0125mg(約1ラ ッテ発育単位5γ にあた る)あ

て注射したものではよ うや く増加 し,最 高8.70,最 低

1.60,平 均5.03%と な り,対 照の約1.5倍 を示 した.

さらにB2の 注 射量 を増 し, 0.125mgあ て注射 した

ものではその値はほぼ均 等であって,最 高9.80,最 低

8.70,平 均9.30%と な り,対 照の約2 .9倍 を示 した.

ビタミンB2注 射ならびに葡萄糖投与群

○ はmax.△ はmin.

つぎにビタミンB2の 注射量は同様 にしてこれに手

術前2日 より毎 日1回20%葡 萄 糖溶液2ccあ て を経

口投与して,手 術 日は手術前3時 間に葡萄糖溶液 を投

与した後2時 間おいてビタミンB2を 注射 し,さ らに

1時 間後手術した ものについて同様肝臓内総糖量 を検

査した.そ の結果 は ビ タ ミンB2 0.001mgあ て注

射したものにおいて最高9.33,最 低2.60,平 均5.23

%と な り,そ の平均値において葡萄糖溶液 を投与 しな

いものにくらべて1.45倍,ビ タミンB2 0 .0125mgあ

て注射したものにおいて最 高9 .72,最 低3.60,平 均

6.85%と な り,葡 萄 糖 を 投与 しない ものに くらべて

1.36倍, B2 0 .125mgあ て 注 射 したものにお いては

最高12.00,最 低5.80,平 均9 .33%と な り,ビ タミン

B2の み のものにくらべて1.05倍 の 増加 を示 した.

総 括 な らび に 考 按

上記の成績 を通覧す ると,一 般 に肝臓内総糖量はか

な り個性的差異 を示す ものの ごとくで あ る.よ つて個

々の糖量 を考慮 しなが ら主 としてその平均値について

観察す ることとした.

Deneljr, Butts, Hallman, Murray, Bunden18)

ら に よれば生後3～4ケ 月の ラッテにおいては早朝 肝

臓内総糖量は最高値 を示 し,平 均4.74%で あ るとゆ う.

著 者の実験 において もビタ ミンB含 有 食をもつて飼養

2週 間のラ ッテにおいてはこれ とほぼ同様 の4.76%を

示 した.し かしなが ら屑米 および水をもつ て普通 に飼

養 した ものにおいてはこれよ り低位 を示 し3.22%で あ

つた.こ れは食餌の 粗悪によ るものと思惟せ られ る.

ビタ ミンB缺 乏 食2週 間 におい ては体重はなお増 加

の傾向 を示す とは云え,ビ タミン含有食のそれには遠

くおよばない.し か しなが ら肝臓 内総 糖量 は4.91%を

示 し対照 との差 をみ とめ難 く, 33日 に およぶと体重 は

す でに増加の頂点 をこえて減 少 を示し皮膚症状,神 経

症状等はなお発現 しないが,食 欲不振,毛 立 ち等 をき

たす.肝 臓 内総糖量 は対照 の5.77%に く らべ3.64%と

減 少した.す なわ ち,ビ タミンB缺 乏状態においては

肝臓 内総糖量の減 少をきたした.

つ ぎに屑米お よび水 をもつて普通に飼養 したラ ッテ

におい てビタミンB2を 注 射 し た成 績 を 通 覧 す る

と, 0.001mgあ て の注 射 をもつて糖量はすでに増加

の傾向 を示 し,こ れは0.0125mgあ て, 0.125mg

あ て と漸次 その度をたかめ る.す なわ ち, Martin14)

(1939),西 岡11)(1937), Schroeder15)(1937), Collazo

10)(1932)ら 諸 家の成績 と一致 す るところであ る.し

か しなが らここに注意すべ きこ とは,著 者の実験範 囲

では西岡10). Widenbauer16)ら 諸 家 に反 し,ビ タ

ミンB2大 量注射 による肝臓内総糖量の減少 を見 出し

得 なかつ た点 である.こ れはWeslawお よびWro

blewski17), Kuhn,お よびRichard18)ら 諸 家の成績

と一致す るところであつて,注 射に使用 した ビオ フラ

ビンの精良に よ るもの であろ うか と思惟せ られ る.な

お ビタミンB2注 射 と同時に投与 した葡萄糖の影響 に

ついては,そ の平均値 において葡萄 糖溶 液 を投与 しな

い ものに比 しB2 0.001mgあ て注 射 したものに おい

て1.45倍, B2 0.0125mgあ て 注射 した もの におい て

1.36倍, B2 0.125mg注 射 の もの において1 .05倍

の増加 を示 した.す なわち, B2の 量 に反比例 してそ

の増 加を示す もののご とくであ る.す なわち,葡 萄糖
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投与はビタミンB2の 作用に影響なきもののごとくで

ある.

結 論

1. ビタミンB缺 乏状態においてラッテの肝臓内総

糖量は減少する.

2. ビタミンB2投 与によりラッテの肝臓内総糖量

は増加す る.

3. 以上の結果から,ビ タミンB2は 肝臓糖源の定

固に重大な影響をもたらすところの一因子であること

が立証された.

終 りにのぞみ,終 始御懇篤な御指導御鞭達を賜り.

かつ御校閲の労をいただきました恩師稲田教授に謹し

んで謝意 を表します.な お御校閲をいただいた小坂,

三上両教授に深謝します.
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本論文は著者が稲田教授御指導のもとにおこなつた

研究論文で,昭 和16年脱稿,恩 師に提出のままで第2

次世界大戦に出征し,終 戦後帰国のおくれたため校閲

をうけた論文を受理する機会は稲田教 授歿 後であつ

た.そ の後紙上に発表する機会もな く放任 していた

か,今 回機をえて小生に閲読の機会が与えられた.本

論文の内容は肝臓内糖 源 の消 長におよぼすビタミン

B2の 作用機序を知 るうえの結論がもられており,論

文調製後相当の 日時を経過しているが,学 会に寄与し

うる論文と考え,あ えて論文掲載をすすめた次第であ

る.

(岡山大学医学部第1内 科教室　教授　小坂淳夫)

Study on Fixation of Vitamin B2 and Liver Glycogen

The First Department of Internal Medicine, Okayama Medical College

 (Director: Prof. Susumu INADA)

Masuo MATSUMOTO

Using rats, the author experimented the influence of the refined Vitamin B2 upon the 

fixation of liver glycogen and obtained the following results.

1) On the lack of Vitamin, all quantity of glycogen in liver decreased.

2) The quantity of glycogen in liver increased by the injection of Vitamin B2.

3) From the results mentioned above, Vitamin B2 is one of causes to make a good 

 influence upon the fixation of liver glycogen.


